
1
①
㊤
F
ー

1広報まつのやま甑56”IIO”ロ翻””1”蓼髄、
“

”””1”書”1”ll”lll””1”Illlll”翻”1冊llll1暑””1魯lll圏

地
江
り
巡
視
員

　
先
に
ご
招
介
し
た
お
二
人
の
方
に
加

え
、
こ
の
春
か
ら
も
う
一
名
次
の
方
に

巡
視
員
と
し
て
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

▽
福
原
一
雄
さ
ん
（
天
水
越
・
酢
屋
）

　
　
　
　
の

一
翻

中
尾
の
鏡
ケ
池
と
大
杉

　
斉
藤
　
弘
さ
ん
（
東
川
小
）

画

『
、
ぜ

11

あ
な
た
の

　
　
さ
く
ひ
ん

闘”

　広報では、あなたの作品をご招介するコーナーを設

けましたので次により、多数お寄せ下さい。

〉作品　似顔絵、イラスト、カットなど。

〉官製ハガキにマジックインク（黒の一色〉で、書い

て下さい。

〉お寄せいただいた方には、粗品を進呈いたします。

〉あて先　　　松之山町役場内　議会事務局

「
は
い
役
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
の
声

で
私
の
一
日
は
始
ま
り
ま
す
。

　
出
来
る
限
り
、
い
つ
で
も
柔
ら
か
い

感
じ
で
受
け
応
え
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
、
電
話
が
混
ん
で
く
る
と
、

つ
い
固
い
調
子
に
な
り
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
役
所
と
い
う
と
一
般
に
「
と
っ
つ
き

に
く
い
」
と
い
う
先
入
観
を
持
つ
人
が

多
い
と
聞
き
ま
す
の
で
、
心
易
く
何
で

も
尋
ね
て
い
た
だ
き
、
言
い
つ
け
て
も

ら
え
る
交
換
台
に
し
た
い
と
心
が
け
て

　
　
　
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

劇
願
い
し
ま
す
．

　
2
7
　
お
互
い
顔
の
見
え
な
い

　
子
お
付
き
合
い
で
す
が
、
あ

　
み
な
た
と
ご
対
面
し
た
つ
も

　
と
り
で
い
つ
も
笑
顔
を
忘
れ

手
山
ず
に
町
を
ご
案
内
す
る
声

換
村
交
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
頑
ば

　
　
　
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
し
ら
せ

歯
科
診
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▽
と
き
　
毎
週
二
回
　
火
曜
と
金
曜
日

　
　
　
午
前
十
時
か
ら

▽
と
こ
ろ
　
浦
田
診
療
所

▽
医
師
名
　
高
橋
先
生
（
大
島
村
）

》
つ

村
山
真
人

小
山
俊
之

高
橋
　
猛

福
原
正
樹

高
沢
武
臣

佐
藤
こ
ず
恵

佐
藤
靖
代

高
橋
剛
士

高
橋
正
湖

小
野
塚
勝
彦

小
野
塚
雅
志

小
林
寿
子

佐
藤
め
ぐ
み

本
山
順
子

布
施
智
美

お
く
や
み

田
辺
武
雄
　
　
ゆ
　
松
之
山

高
橋
猪
松
　
　
⑳
　
大
荒
戸

三
五
院

松
　
本

高
沢
政
栄

相
田
忠
平

樋
ロ
マ
ッ

村
山
ノ
ブ

高
橋
鶴
吉

丸
山
ヨ
シ

鈴
木
健
次

村
山
哲
司

村
山
ム
メ

佐
藤
正
一

志
賀
ミ
ヨ

小
堺
増
次
郎

草
村
ミ
子

小
見
キ
グ
ノ

小
見
一
義

布
施
キ
ソ

布
施
守
治

ぶ
声

松
男
の
長
男

　
清
の
長
男

精
一
郎
二
男

鉄
雄
の
長
男

雄
作
の
二
男

博
の
二
女

輝
国
の
二
女

英
司
の
長
男

隆
一
の
長
女

和
栄
の
長
男

益
夫
の
長
男

米
藏
の
長
女

七
藏
の
長
女

昭
平
の
二
女

幹
夫
の
長
女
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松
之
山

新
　
山

松
　
口

三
　
桶

湯
　
山

天
水
越

　
〃
天
水
島

　
〃
東
　
川

上
鍛
池

　
〃
月
　
池

樋
　
田

黒
　
倉

谷
の
下

秋
田
屋

大
　
上

美
田
屋

鴨
　
田

竹
野
屋

池
田
屋

西
野
屋
干
場
紺
屋

鉄
　
京

大
　
石

一
枚
田

前
　
田

中
屋
敷

宮
　
下

土
　
橋

黙
》

ハ
ネ
ム
ー
ン

露
し
子

蕪子

藥
藤子

辮鞭
松
　
口

天
水
島

藤
　
倉

松
之
山

東
　
川

松
之
山

上
蝦
池

藤
　
倉

下
蝦
池

藤
　
倉

上
の
山

天
水
島

凌亀源山　嘉井　仲糀田原
雲　　　下　戸後吉　　口
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訂
正
の
お
詫
ぴ

　
個
所
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て

　
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
▽
二
頁
下
欄

　
　
精
神
障
害
者
に
医
療
費
の
助
成
の
項

　
中
、
　
「
負
担
を
今
年
か
ら
無
料
に
す
る

　
た
め
」
を
、
　
「
負
担
を
今
年
か
ら
助
成

　
す
る
た
め
」
に
。

　
▽
八
頁
右
端

　
　
「
四
月
上
旬
の
」
を
、
　
「
四
月
中
旬

。。

事
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

帥
　
先
恥
五
十
五
号
の
内
容
に
訂
正
す
る

斡◎ooo　∞

確
籍
彗
れ
ぞ
れ
訂
正
さ
せ

。。

　
読
者
諸
氏
に
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
た

⇔
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976撫
　　　P、　　　デ　　　　　　　　　　ど　ヘ　セ

　　　「

57NO．
口編集／議会事務局□発行／新潟県松之山町

　本格化した

▼広域林道

L　（中原）

閲訓

幽
》
松
高
生
冷
害
で
遅
れ
た
農
家
へ
応
援

　
　
　
（
m
月
12
日
　
読
売
新
聞
社
提
供
）

人口のうごき（昭和51．12．1現在）　（〕内は同年8月比

人ロ5，769（△41）男2，829（△16）女2，940（△25）

羅豚ぢゃん、いっまでもお元気で

　　（9月15日　下蝦池　重野カクさん100才
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睡動その他1，447万円

睡翫厚生福祉髄鰍債2，蜥円

〉
松
里
小
・
校
舎
改
築
事
業

借入先

刀く昇看只u2ゴ艮↑夕

1億円
口歳入

9，000 一歳出
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7，000

6，000

5．00

4，000

3，000

2，000

1，000

話
円
　 年

46 47 48 49 50

度

決算額の推移

借
金
上
手
は

や
り
く
り
上
手
？
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　　　　　　券
・金　　　一　　・・ロ。・
　　li函万円「勝／1耀・

　　　　受　　　刃岬
　　一撃薦昏　’男o急
　三η1、￥9吃，一
　　2，6。◎万円惚ミ　の財産

一3一

目でみう瞬鰯・とよ課合

l
O
卜
F
l
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もろす
　　　　　　ホ

ぐ

惣’

薄
影懇

灘
纒
護
購
難

正日
　あと何日も待たずにあなたのお父さんなど

が正月帰省につかれます。

　町の財源に占める「たばこ消費税」は、厳

しい財源難の中で唯一の期待でぎる収入とし

て、皆さんにご協力をお願いします。

　正月などで里帰りされた方に一箱でも松之

山のたばこを買って行かれるようお勧め下さ

いo

　　　　駕巳き’　、
、｝‘　　　軌撃．F陀　　　　　　一・［　億

9

町の1人当り
借金

　102，401円

難灘

　税
　・別，

区
分

町　民　税 固定資産税 軽自動車税 たぽこ消費税 電気・入湯・

●
＼ミ￥・㌧

　　ノ
ご＝

　皿

｛熟
灘製
　　｝　　　　　　　　　一

　　　　魎又’

1，956万円 1，896万円 287万円 941万円 600万円

1人当り
3，282円 3，182円 482円 1，579円 1，007円

（人口　年平均5，834人）

50年度の
おもな事業とその費用

1世帯当りの

借金

　389，911円

／購譲

　
税
に
も

　
　
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

　
「
い
や
な
税
金
も
使
い
方
を
知
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
協
力
い
た
だ

け
る
」
と
、
思
っ
て
色
々
な
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
税
金
に
も
こ
ん
な
に
種
類
が

あ
り
、
ご
覧
の
よ
う
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○克雪管理センター建設事業

　（浦田）　　　　　　　　2，769万円

○老人いこいの家取付道路舗装

　（天水越）

○火葬場炉体改修

O町単田ならし事業

○自然休養村事業

Q造林事業費

○林道天水越線開発事業

　100万円

　135万円

　387万円

4，231万円

1，010万円

2，607万円

O林道小沢東山線開設事業1，920万円

○一般農道東山線開設事業

　　　　　　　　　　3，038万円

○町道改良事業（四線）

　　　　　　　　　　5，289万円
O〃舗装事業（三線）

　　　　　　　　　　3，591万円
0県営事業負担金　　　　　1，262万円

O・一タリー除雪車　　　1，470万円

O消防々火水槽（月池・光間）

　　　　　　　　　　　312万円
O松里小学校々舎改築工事9，571万円

O町道災害復旧工事　　　　　683万円

O田麦立地区農地災害復旧工事

　　　　　　　　　　　765万円 ▲克雪管理センター（上の山）

　　　　　　　2，769万円

一5一

》
林
道
天
水
越
線

五
万
円

レ
大
荒
戸
・
松
代
線
道
路
改
良

　
（
大
荒
戸
）
一
、
七
二
九
万
円

レ
崩
田
、
田
麦
立
線
道
路
改
良

　
（
月
池
）
一
、
二
九
二
万
円

レ
松
之
山
小
学
校
線
舗
襲

　
　
　
爾
、
輌
ニ
ニ
万
円

▲松代・松之山線舗装事業　　（新山地内）　2，437万円

一4一

〉
歴
史
を
探
る

　
　
十
文
字
遺
跡
の
発
掘
（
黒
倉
地
内
）

特別会計決算の状況

　　区分

会計別

歳　　入 歳　　出
差引

糊
昭和50
年度

昭和49
年度

対前

年比

昭和50
年度
昭和49
年度

対前

年比

国　　保
万円

25，556

　万円
21，328
％
120

万円

24，873

万円

20，780

％
1
2
0

万円

鵬
松之山

診療所
16，773 15，346 108 153妬 16，386

（△6〉

94 1，427

浦田診療所 2，9ヨ1 2，餅 109 2，817 2，591 109 14

機之山

地区簡水 ぷ
2，694

（吻28

748 a851
（△7む

26 5

湯本簡水 201 鵬 157 182 84 217 19

湯山簡水 鵬 鵬
（△㈱

26
76 卿

（△80

16
53

農業共済 a肥0 2，796 104 2，732 2，589 106 188

※農業共済会計の繰越額は同会計で業務引当金繰入と

　して処理されています。

　　（△）は落ち込み率を示す。

ー
F
卜
F
ー
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道
路
改
良

　
（
大
荒
戸
）
一
、
七
二
九
万
円

レ
崩
田
、
田
麦
立
線
道
路
改
良

　
（
月
池
）
一
、
二
九
二
万
円

レ
松
之
山
小
学
校
線
舗
襲

　
　
　
爾
、
輌
ニ
ニ
万
円

▲松代・松之山線舗装事業　　（新山地内）　2，437万円
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〉
歴
史
を
探
る

　
　
十
文
字
遺
跡
の
発
掘
（
黒
倉
地
内
）

特別会計決算の状況

　　区分

会計別

歳　　入 歳　　出
差引

糊
昭和50
年度

昭和49
年度

対前

年比

昭和50
年度
昭和49
年度

対前

年比

国　　保
万円

25，556

　万円
21，328
％
120

万円

24，873

万円

20，780

％
1
2
0

万円

鵬
松之山

診療所
16，773 15，346 108 153妬 16，386

（△6〉

94 1，427

浦田診療所 2，9ヨ1 2，餅 109 2，817 2，591 109 14

機之山

地区簡水 ぷ
2，694

（吻28

748 a851
（△7む

26 5

湯本簡水 201 鵬 157 182 84 217 19

湯山簡水 鵬 鵬
（△㈱

26
76 卿

（△80

16
53

農業共済 a肥0 2，796 104 2，732 2，589 106 188

※農業共済会計の繰越額は同会計で業務引当金繰入と

　して処理されています。

　　（△）は落ち込み率を示す。
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赤
倉坪

野

東山
五十子平

下蝦池

上蝦池

至鹿渡

至松之山、

至東月1

F東川「

国
藤倉

中
尾

大荒戸

至
池
尻
　
小
谷

松口

光間
新
山

桶三

上川手

松之山

瑠

、ブルドーザー2台
ロータリー
雪上車
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湯
山

水梨

　
こ
の
冬
行
う
国
県

道
及
ぴ
町
道
の
除
、

圧
雪
計
画
が
決
り
ま

し
た
。

　
年
毎
に
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
い
た
だ
い

た
成
果
が
み
の
り
、

実
施
路
程
も
延
長
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
一
度
、
こ
の
除

雪
な
ど
を
支
障
な
く

進
め
る
た
め
、
お
互

い
が
注
意
し
一
層
の

協
力
を
し
合
い
ま
し

よ
う
o

中
坪

黒倉
藤原

至浦田

兎口

1”Mllll”1”lll”広報まつのやま　Nα57””1””1”””1”ll”II

湯本

◎
自
動
車
又
は
そ
の
他
除
、
圧
雪
の
作

業
に
障
害
と
な
る
物
を
道
路
上
に
放

置
す
る
こ
と
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ

う
o

紫
天水越

◎
路
上
で
車
が
故
障
し
駐
車
す
る
場

合
は
、
赤
布
を
立
て
最
寄
の
駐
在
署

や
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
下
さ

い
。

◎
屋
根
な
ど
の
雪
は
、
道
路
上
に
出

さ
な
い
よ
う
注
意
し
、
出
す
時
は
そ

の
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
の
所
へ
、
連
絡
を

と
っ
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
o

寒はおだやか

至松之山
曽根

　
こ
の
冬
は
寒
暖
の
変
動
が
大
き
く

厳
寒
期
は
比
較
的
お
だ
や
か
な
日
が

多
い
見
込
み
で
す
。

▽
＋
二
月

　
冬
型
が
時
に
強
ま
り
ま
す
が
、
中

旬
頃
に
は
一
時
寒
さ
が
ゆ
る
む
で
し

ょ
う
o

　
平
均
気
温
は
並
み
で
、
ま
た
日
照

は
並
み
な
い
し
、
少
な
め
の
見
込
み

▽
一
月

　
比
較
的
し
の
ぎ
易
い
日
が
多
く
、

一
時
冬
型
が
強
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
平
均
気
温
、
日
照
と
も
並
み
で
し

ょ
う
o

▽
二
月

　
寒
気
団
の
勢
力
も
弱
く
、
穏
か
な

日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　
平
均
気
温
は
高
め
で
、
日
照
は
や

や
多
い
見
込
み
で
し
ょ
う
。

修業者

上の山

新
田

ブルドーザー

ロータリー

雪上車2台

▲降るならとばせ

　　　ロータリー

一6一

湯
之
島

至
福
島

坂
中

　中立山

ブルドーザー

雪上車

中原

西
之
前

北
浦
田

月池

田麦立

ら

信騰

、灘

顯
撚
簸魏

　
農
業
者
年
金
の
法
律
が
一
部
改
正

に
な
り
、
来
年
一
月
分
か
ら
年
金
額

や
納
付
保
険
料
が
引
上
げ
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
は
－
…
：
…

月
額
二
万
六
千
円
が
支
給

　
ま
ず
経
営
移
譲
年
金
で
は
、
今
春

二
月
か
ら
支
給
が
始
ま
っ
た
五
年
間

加
入
さ
れ
た
方
に
支
給
さ
れ
る
年
金

幅嚢

威

樋
田

額
は
、
月
額
で
八
千
四
百
円
引
上
げ

に
な
っ
て
一
ヶ
月
当
り
二
万
六
千
円

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
方
達
に
六
十
五
歳
か
ら
支
給

さ
れ
る
農
業
者
老
令
年
金
の
計
算
基

準
に
な
る
額
も
、
二
百
十
円
引
上
が

っ
て
六
五
〇
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
二
本
立

　
崩
田

　
年
金
額
の
引
上
げ
に
見
合
う
よ
う

加
入
者
が
積
立
て
る
保
険
料
も
、
増

額
さ
れ
て
一
ヵ
月
当
り
、
別
表
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
改
正
の
目
玉
は
保
険
料
に

減
額
措
置
が
仲
間
入
り
し
た
こ
と
で

こ
れ
に
該
当
す
る
た
め
の
条
件
と
し

て
は
、
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
三
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

▼
申
出
の
時
に
後
継
者
と
し
て
指
定

さ
れ
た
者
で
、
農
業
者
年
金
に
加
入

し
、
耕
作
反
別
が
百
十
ア
ー
ル
以
上

の
者
。

▼
耕
作
な
ど
に
常
時
従
事
す
る
者
。

　
こ
れ
ら
の
全
要
件
に
該
当
し
た
方

に
限
り
、
保
険
料
の
減
額
措
置
が
申

請
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

実施年月　　メ分 一般の加入者 軽減措置適用加入者

昭和52年

1月分～12月分

　　　　円
2，450

　　　　円
1，750

昭和53年

1月分～12月分

　　　　円
2，870

　　　　円
2，050

一7一
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五
年
　
高
橋
和
美

　
き
ょ
年
の
十
二
月
、
や
っ
と
新
し

い
学
校
で
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
保
育
園
で
勉
強
し
て

い
ま
し
た
。
せ
ま
く
て
運
動
も
あ
ま

り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
勉
強
も
作
業
を
し
て
つ
ぶ
れ
た
り

だ
い
ぶ
お
く
れ
ま
し
た
。
早
く
新
し

い
学
校
へ
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
四
年
福
原
小
盈

　
三
年
生
の
時
、
下
の
保
育
園
の
と

こ
ろ
で
勉
強
し
た
。

　
特
別
教
室
も
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

や
っ
と
新
し
い
校
舎
が
で
き
て
ひ
っ

こ
し
の
日
を
む
か
え
た
。

　
そ
の
日
は
、
わ
た
し
た
ち
の
つ
く

え
や
、
重
い
荷
物
を
そ
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
に
給
食
に
な
っ
た
。

そ
の
時
は
も
う
つ
く
え
が
な
い
の
で

ゆ
か
に
す
わ
っ
て
た
べ
た
。

　
や
っ
と
な
れ
た
校
舎
な
の
に
、
又

ち
が
っ
た
と
こ
ろ
へ
行
く
、
う
れ
し

か
っ
た
が
す
こ
し
不
安
で
あ
っ
た
。

　
又
、
新
し
い
使
い
方
を
な
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
頭
の
中
が
こ
ん
が
り
そ
う
だ
。

　
給
食
が
終
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の

仕
事
は
い
す
を
運
ぶ
こ
と
だ
っ
た
。

運
ん
で
い
っ
て
は
、
又
坂
を
下
っ
て

き
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
達
も
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
車
に
荷
物
を
積
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　
い
す
が
終
る
と
、
う
え
き
ば
ち
と

か
、
水
そ
う
と
か
を
持
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
十
一
月
の
終
り
ご
ろ
や
っ
と
新
し

い
学
校
に
入
る
じ
ゅ
ん
び
を
始
め
ま

し
た
。
つ
く
え
や
い
す
を
運
ん
だ
り
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

重
く
て
、
手
が
い
た
く
な
っ
た
り
し

た
け
ど
、
も
う
す
ぐ
新
し
い
学
校
に

入
れ
る
と
思
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
学
校
に
入
っ
て
も
十
二
月

中
は
作
業
を
だ
い
ぶ
や
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
も
う
こ
こ
が
わ
た
し
た
ち

の
学
校
な
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す

　
最
初
は
二
階
に
は
何
年
の
教
室
と

ど
ん
な
教
室
が
あ
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
三
学
期
に
な
っ
た
ら
、
全
部

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
、
三
学
期
に
な
っ
た
ら
作
業

は
あ
ん
ま
り
や
ら
な
く
て
勉
強
が
進

み
ま
し
た
。

　
体
育
か
ん
は
古
い
の
で
教
室
で
遊

び
ま
し
た
。

　
冬
は
ダ
ン
ボ
ウ
が
入
っ
て
い
て
あ

っ
た
か
い
か
ら
で
す
。

　
十
二
月
ま
で
の
冬
は
、
ス
ト
ー
ブ

で
あ
ん
ま
り
あ
っ
た
か
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
ダ
ン
ボ
ウ
は
あ

学

校

っ
た
か
く
、
て
い
い
で
す
。

　
新
し
い
学
校
に
は
お
く
上
も
あ
る

し
、
つ
く
え
や
い
す
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
教
室
は
少
し
小
さ
い
け
ど
、
ゆ
か

が
き
れ
い
だ
し
、
新
し
い
学
校
に
入

っ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
古
い
学
校
だ
と
、
一
年
か
ら
六
年

の
教
室
は
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る

け
ど
、
新
し
い
学
校
は
三
学
年
ず
つ

わ
か
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ん
ま
り
う

る
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
だ
け
ど
、
て

い
学
年
が
こ
れ
か
ら
も
入
っ
て
く
る

の
で
学
校
に
キ
ズ
を
つ
け
た
り
、
き

た
な
く
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

し
た
。
そ
し
て
玄
関
の
と
こ
ろ
に
置

き
ま
し
た
。

「
く
つ
の
き
れ
い
な
人
は
、
こ
の
荷

物
を
も
っ
て
教
室
に
は
い
り
な
さ
い
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　
荷
物
を
置
い
て
か
ら
、
き
ょ
ろ
き

ょ
ろ
す
べ
る
ろ
う
か
を
歩
き
な
が
ら

教
室
を
見
て
歩
き
ま
し
た
。

　
次
の
日
か
ら
新
し
い
校
舎
で
勉
強

し
ま
し
た
。

　
ま
た
苦
労
し
た
の
は
、
百
周
年
と

文
化
祭
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
開
き
で

四
年
生
は
、
マ
ッ
ト
運
動
を
す
る
と

い
う
の
で
又
、
元
の
体
育
か
ん
へ
と

び
ば
こ
や
、
マ
ッ
ト
を
持
っ
て
行
き

ま
し
た
。

　
そ
の
と
中
で
バ
ス
が
道
を
通
れ
な

く
し
て
い
た
の
で
、
重
い
道
具
を
持

っ
て
道
を
あ
け
る
ま
で
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
毎
日
の
よ
う
に
練
習
に
は
げ
み
ま

し
た
。

　
放
課
後
は
こ
て
き
の
練
習
で
す
。

わ
た
し
は
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
で
す
。
場

所
が
な
い
の
で
外
で
や
っ
た
り
し
ま

し
た
。
校
舎
が
全
部
な
い
と
不
自
由

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
本
番
の
竣
功
式
の
日
が

き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
し

た
。
い
つ
だ
っ
た
か
お
か
あ
さ
ん
が

「
東
川
、
松
代
、
松
之
山
の
学
校
は

も
う
百
周
年
お
わ
っ
た
の
か
」
と
い

い
ま
し
た
。

「
お
ら
、
知
ら
ね
よ
。
お
ら
学
校
は

校
舎
た
て
た
す
け
、
お
く
れ
た
あ
だ

ね
」
と
い
い
ま
し
た
。

　
前
に
も
ど
る
け
ど
、
見
も
知
ら
な

い
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ず
っ
と
話
が
つ
づ
き
ひ
ま
だ
っ
た

け
ど
、
そ
の
う
ち
に
出
る
ま
く
が
き

た
の
で
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
こ
て
き
に
合
わ

せ
て
お
ど
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
早

苗
さ
ん
が
ぼ
う
し
を
落
と
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

　
や
っ
と
終
っ
て
着
が
え
に
行
く
と

樋
ロ
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
「
バ

ト
ン
、
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た
よ
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
か
い
だ
ん
を
の
ぼ

り
な
が
ら
、
礼
子
さ
ん
が
「
あ
れ
、

お
せ
じ
だ
ろ
う
」
と
い
い
ま
し
た
。

　
そ
う
だ
な
、
や
っ
て
い
る
と
中
ど

じ
を
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
思
い
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
開
き
の
マ
ッ
ト
運
動
は

だ
い
た
い
よ
く
で
き
ま
し
た
。

　
中
学
生
も
見
に
来
て
い
ま
し
た
が

わ
た
し
の
兄
さ
ん
や
、
礼
子
さ
ん
の

姉
さ
ん
は
一
番
苦
労
し
た
の
に
何
か

月
も
新
し
い
校
舎
で
勉
強
で
き
ず
に

卒
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
今
後
何
年
間
も
勉

強
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
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二
年
た
か
は
し
み
ゆ
き

　
わ
た
し
は
、
体
い
く
か
ん
が
な
か

っ
た
と
き
、
き
ょ
う
し
つ
で
本
を
よ

ん
だ
り
、
ろ
う
か
で
お
に
ご
っ
こ
と

か
し
て
あ
そ
び
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
体
い
く
か
ん
が
で
き

た
と
き
、
と
て
も
姥
し
か
っ
た
で
す
。

　
体
い
く
か
ん
に
は
じ
め
て
は
い
っ

た
と
き
く
さ
か
っ
た
で
す
。

　
シ
ャ
ワ
ー
し
つ
と
か
、
よ
う
ぐ
お

き
ば
と
か
、
ス
テ
ー
ジ
、
ひ
か
え
し

つ
を
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
広
い
と
こ
ろ
で
思
い
き
っ
て
あ
そ

ん
だ
リ
、
体
い
く
が
で
き
る
の
で
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
体
い
く
が
そ
ん
な
に

す
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
な
の
ぼ
り
と
、
ボ
ー
ル
を
な
げ

た
り
、
と
っ
た
り
す
る
の
が
に
が
て

で
す
。
で
も
、
体
い
く
か
ん
が
で
き

て
か
ら
休
み
時
間
に
あ
そ
び
に
い
き

ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
お
ど
り
の
け
い
こ
を

し
た
と
き
と
て
も
い
い
き
も
ち
で
し

た
。
そ
れ
に
て
ん
じ
ょ
う
が
高
く
て

ボ
ー
ル
を
な
げ
て
も
と
ど
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
と
き
は
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
わ
た
し
は
、
あ
た
ら
し

い
体
い
く
か
ん
で
あ
そ
ん
だ
り
、
体

い
く
を
し
て
体
を
き
た
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
佐
藤
昌
代

　
松
里
小
学
校
が
で
き
て
百
年
。

わ
た
し
た
ち
は
、
新
し
い
校
舎
で
勉

勉
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
新

し
い
校
舎
に
き
ず
を
つ
廿
た
り
、
き

た
な
く
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
校
舎
は
大
工
さ
ん
や
、
電
気

屋
さ
ん
や
、
や
く
ば
の
人
や
、
地
区

の
人
な
ど
大
ぜ
い
の
人
が
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
中
ん
堂
の
小
さ
な
寺
や

ざ
い
木
で
で
き
た
学
校
で
し
た
。

　
中
で
も
よ
う
ち
園
の
近
く
に
あ
っ

　
　
　
　
い
ち
ね
ん
　
さ
と
う
こ
ず
え

　
　
は
じ
め
て
た
い
い
く
か
ん
に
は
い

　
っ
た
と
き
、
わ
た
し
は
「
ひ
ろ
い
な

　
一
し
、
ゆ
う
ま
わ
っ
て
こ
」
と
い
い
．
ま

　
し
た
。

　
　
そ
し
て
、
は
し
り
ま
し
た
。

　
　
み
ど
り
と
か
、
白
と
か
、
赤
と
か

　
き
い
ろ
と
か
の
な
が
し
か
く
や
、
ま

　
．
る
の
せ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
わ
た
し
は
、
み
ど
り
の
せ
ん
の
上

ト
を
と
ん
で
い
き
ま
し
た
。
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た
学
校
は
地
す
べ
り
の
た
め
に
こ
ち

ら
の
学
校
ぺ
ひ
っ
こ
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

　
で
も
、
今
は
て
っ
き
ん
コ
ン
タ
リ

ー
ト
で
で
き
て
い
ま
す
。

　
体
育
か
ん
が
で
き
る
ま
で
は
、
よ

う
ち
園
の
体
育
か
ん
や
、
グ
ラ
ン
ド

で
体
育
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
か
ん
が
で
き
る
ま
で
は
「
早

　
く
見
て
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
の
日
、
文
化
さ
い
の
よ
う
い

で
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は

じ
め
て
新
し
い
体
育
か
ん
へ
入
り
ま

　
赤
い
は
ん
ぶ
ん
の
ま
る
の
上
は
、

あ
る
い
て
い
き
ま
し
た
℃

「
あ
れ
、
そ
こ
に
ド
ア
が
あ
っ
た
。
」

と
思
い
ま
し
た
。
は
い
っ
て
み
ま
し

た
。
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
そ
く
て
、
く
ろ
い
ホ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ぼ
つ
ぼ
つ
の
あ
な
の
あ
い
た
シ
ャ

ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
は
っ
こ
い
で
し
た
。
ロ
ッ
カ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。

　
と
な
り
の
へ
や
も
お
ん
な
じ
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ど
っ
ち
が
女
だ
ろ
」
と
、
わ
た

し
が
い
い
ま
し
た
。

　
左
に
ま
た
ド
ア
が
あ
り
ま
し
た
。

六
年
生
が
マ
ッ
ト
と
か
、
と
び
ば
こ

が
あ
る
よ
と
、
い
い
ま
し
た
。

　
ゆ
か
を
見
ま
し
た
。

　
「
す
べ
っ
こ
い
や
ね
か
な
」
と
、

お
も
い
ま
し
た
。
と
ん
で
い
っ
て
、

け
つ
で
す
べ
り
ま
し
た
。
ひ
ざ
を
ぺ

ち
ゃ
ん
こ
に
し
て
す
ベ
リ
ま
し
た
。

　
「
お
も
し
ろ
い
」
と
、
い
い
ま
し

た
。　
三
年
生
も
、
四
年
生
も
す
べ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
先
生
が
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
ん

で
な
ら
び
ま
し
た
。

し
た
。

　
そ
う
し
た
ら
、
ゆ
か
は
び
か
び
か

で
ワ
ッ
タ
ス
が
ぬ
っ
て
あ
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
赤
い
ま
く
み
た
い

な
の
が
あ
り
、
ま
ん
中
が
広
い
の
で

す
。　
そ
れ
か
ら
、
ゆ
か
に
は
い
ろ
い
ろ

な
色
の
せ
ん
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。
入
リ
ロ
の
方
に
は
、
男
子
と
女

子
の
こ
う
い
室
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
い
室
へ
入
っ
て
み
る
と
シ
ャ

一9一

ワ
！
が
あ
り
ま
し
た
。
う
れ
し
く
な

っ
て
走
っ
て
み
ま
し
た
。
い
い
気
も

ち
で
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
ま
く
だ
っ
て
ス
イ
ッ
チ

一
つ
で
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
も
体
育
か
ん
に
一
台
あ
り

ま
し
た
。
　
（
こ
れ
か
ら
、
こ
ん
な
学

校
で
生
活
し
て
い
く
の
か
な
あ
。
）

と
思
う
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
学
校
だ
か
ら
勉
強
し
な
く

ち
ゃ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
礼
の
こ
と
ば

松
里
小
学
校
長
高
橋

渡

　
創
立
百
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
児
童
・

職
員
、
地
域
住
民
の
長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト
三
階
建

の
新
校
舎
、
鉄
筋
構
造
の
広
い
体
育

館
を
竣
工
さ
せ
て
下
さ
っ
た
町
ご
当

局
、
町
議
会
、
町
教
育
委
員
会
並
び

に
町
民
各
位
に
学
校
を
代
表
し
て
深

甚
な
敬
意
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
次
頁
下
段
へ
つ
づ
く
▼
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五
年
　
高
橋
和
美

　
き
ょ
年
の
十
二
月
、
や
っ
と
新
し

い
学
校
で
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
保
育
園
で
勉
強
し
て

い
ま
し
た
。
せ
ま
く
て
運
動
も
あ
ま

り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
勉
強
も
作
業
を
し
て
つ
ぶ
れ
た
り

だ
い
ぶ
お
く
れ
ま
し
た
。
早
く
新
し

い
学
校
へ
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
四
年
福
原
小
盈

　
三
年
生
の
時
、
下
の
保
育
園
の
と

こ
ろ
で
勉
強
し
た
。

　
特
別
教
室
も
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

や
っ
と
新
し
い
校
舎
が
で
き
て
ひ
っ

こ
し
の
日
を
む
か
え
た
。

　
そ
の
日
は
、
わ
た
し
た
ち
の
つ
く

え
や
、
重
い
荷
物
を
そ
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
に
給
食
に
な
っ
た
。

そ
の
時
は
も
う
つ
く
え
が
な
い
の
で

ゆ
か
に
す
わ
っ
て
た
べ
た
。

　
や
っ
と
な
れ
た
校
舎
な
の
に
、
又

ち
が
っ
た
と
こ
ろ
へ
行
く
、
う
れ
し

か
っ
た
が
す
こ
し
不
安
で
あ
っ
た
。

　
又
、
新
し
い
使
い
方
を
な
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
頭
の
中
が
こ
ん
が
り
そ
う
だ
。

　
給
食
が
終
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の

仕
事
は
い
す
を
運
ぶ
こ
と
だ
っ
た
。

運
ん
で
い
っ
て
は
、
又
坂
を
下
っ
て

き
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
達
も
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
車
に
荷
物
を
積
ん

で
い
き
ま
し
た
。

　
い
す
が
終
る
と
、
う
え
き
ば
ち
と

か
、
水
そ
う
と
か
を
持
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
十
一
月
の
終
り
ご
ろ
や
っ
と
新
し

い
学
校
に
入
る
じ
ゅ
ん
び
を
始
め
ま

し
た
。
つ
く
え
や
い
す
を
運
ん
だ
り
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
運
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

重
く
て
、
手
が
い
た
く
な
っ
た
り
し

た
け
ど
、
も
う
す
ぐ
新
し
い
学
校
に

入
れ
る
と
思
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
学
校
に
入
っ
て
も
十
二
月

中
は
作
業
を
だ
い
ぶ
や
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
も
う
こ
こ
が
わ
た
し
た
ち

の
学
校
な
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す

　
最
初
は
二
階
に
は
何
年
の
教
室
と

ど
ん
な
教
室
が
あ
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
で
も
三
学
期
に
な
っ
た
ら
、
全
部

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
、
三
学
期
に
な
っ
た
ら
作
業

は
あ
ん
ま
り
や
ら
な
く
て
勉
強
が
進

み
ま
し
た
。

　
体
育
か
ん
は
古
い
の
で
教
室
で
遊

び
ま
し
た
。

　
冬
は
ダ
ン
ボ
ウ
が
入
っ
て
い
て
あ

っ
た
か
い
か
ら
で
す
。

　
十
二
月
ま
で
の
冬
は
、
ス
ト
ー
ブ

で
あ
ん
ま
り
あ
っ
た
か
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
、
ダ
ン
ボ
ウ
は
あ

学

校

っ
た
か
く
、
て
い
い
で
す
。

　
新
し
い
学
校
に
は
お
く
上
も
あ
る

し
、
つ
く
え
や
い
す
も
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

　
教
室
は
少
し
小
さ
い
け
ど
、
ゆ
か

が
き
れ
い
だ
し
、
新
し
い
学
校
に
入

っ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
古
い
学
校
だ
と
、
一
年
か
ら
六
年

の
教
室
は
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る

け
ど
、
新
し
い
学
校
は
三
学
年
ず
つ

わ
か
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ん
ま
り
う

る
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
だ
け
ど
、
て

い
学
年
が
こ
れ
か
ら
も
入
っ
て
く
る

の
で
学
校
に
キ
ズ
を
つ
け
た
り
、
き

た
な
く
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

し
た
。
そ
し
て
玄
関
の
と
こ
ろ
に
置

き
ま
し
た
。

「
く
つ
の
き
れ
い
な
人
は
、
こ
の
荷

物
を
も
っ
て
教
室
に
は
い
り
な
さ
い
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　
荷
物
を
置
い
て
か
ら
、
き
ょ
ろ
き

ょ
ろ
す
べ
る
ろ
う
か
を
歩
き
な
が
ら

教
室
を
見
て
歩
き
ま
し
た
。

　
次
の
日
か
ら
新
し
い
校
舎
で
勉
強

し
ま
し
た
。

　
ま
た
苦
労
し
た
の
は
、
百
周
年
と

文
化
祭
で
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
開
き
で

四
年
生
は
、
マ
ッ
ト
運
動
を
す
る
と

い
う
の
で
又
、
元
の
体
育
か
ん
へ
と

び
ば
こ
や
、
マ
ッ
ト
を
持
っ
て
行
き

ま
し
た
。

　
そ
の
と
中
で
バ
ス
が
道
を
通
れ
な

く
し
て
い
た
の
で
、
重
い
道
具
を
持

っ
て
道
を
あ
け
る
ま
で
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
毎
日
の
よ
う
に
練
習
に
は
げ
み
ま

し
た
。

　
放
課
後
は
こ
て
き
の
練
習
で
す
。

わ
た
し
は
バ
ト
ン
ガ
ー
ル
で
す
。
場

所
が
な
い
の
で
外
で
や
っ
た
り
し
ま

し
た
。
校
舎
が
全
部
な
い
と
不
自
由

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
本
番
の
竣
功
式
の
日
が

き
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
ど
き
ど
き
し
て
い
ま
し

た
。
い
つ
だ
っ
た
か
お
か
あ
さ
ん
が

「
東
川
、
松
代
、
松
之
山
の
学
校
は

も
う
百
周
年
お
わ
っ
た
の
か
」
と
い

い
ま
し
た
。

「
お
ら
、
知
ら
ね
よ
。
お
ら
学
校
は

校
舎
た
て
た
す
け
、
お
く
れ
た
あ
だ

ね
」
と
い
い
ま
し
た
。

　
前
に
も
ど
る
け
ど
、
見
も
知
ら
な

い
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ず
っ
と
話
が
つ
づ
き
ひ
ま
だ
っ
た

け
ど
、
そ
の
う
ち
に
出
る
ま
く
が
き

た
の
で
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
は
こ
て
き
に
合
わ

せ
て
お
ど
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
早

苗
さ
ん
が
ぼ
う
し
を
落
と
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

　
や
っ
と
終
っ
て
着
が
え
に
行
く
と

樋
ロ
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
「
バ

ト
ン
、
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た
よ
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
か
い
だ
ん
を
の
ぼ

り
な
が
ら
、
礼
子
さ
ん
が
「
あ
れ
、

お
せ
じ
だ
ろ
う
」
と
い
い
ま
し
た
。

　
そ
う
だ
な
、
や
っ
て
い
る
と
中
ど

じ
を
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
思
い
ま

し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
開
き
の
マ
ッ
ト
運
動
は

だ
い
た
い
よ
く
で
き
ま
し
た
。

　
中
学
生
も
見
に
来
て
い
ま
し
た
が

わ
た
し
の
兄
さ
ん
や
、
礼
子
さ
ん
の

姉
さ
ん
は
一
番
苦
労
し
た
の
に
何
か

月
も
新
し
い
校
舎
で
勉
強
で
き
ず
に

卒
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
今
後
何
年
間
も
勉

強
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
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二
年
た
か
は
し
み
ゆ
き

　
わ
た
し
は
、
体
い
く
か
ん
が
な
か

っ
た
と
き
、
き
ょ
う
し
つ
で
本
を
よ

ん
だ
り
、
ろ
う
か
で
お
に
ご
っ
こ
と

か
し
て
あ
そ
び
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
体
い
く
か
ん
が
で
き

た
と
き
、
と
て
も
姥
し
か
っ
た
で
す
。

　
体
い
く
か
ん
に
は
じ
め
て
は
い
っ

た
と
き
く
さ
か
っ
た
で
す
。

　
シ
ャ
ワ
ー
し
つ
と
か
、
よ
う
ぐ
お

き
ば
と
か
、
ス
テ
ー
ジ
、
ひ
か
え
し

つ
を
お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
広
い
と
こ
ろ
で
思
い
き
っ
て
あ
そ

ん
だ
リ
、
体
い
く
が
で
き
る
の
で
と

て
も
楽
し
い
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
体
い
く
が
そ
ん
な
に

す
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
な
の
ぼ
り
と
、
ボ
ー
ル
を
な
げ

た
り
、
と
っ
た
り
す
る
の
が
に
が
て

で
す
。
で
も
、
体
い
く
か
ん
が
で
き

て
か
ら
休
み
時
間
に
あ
そ
び
に
い
き

ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
お
ど
り
の
け
い
こ
を

し
た
と
き
と
て
も
い
い
き
も
ち
で
し

た
。
そ
れ
に
て
ん
じ
ょ
う
が
高
く
て

ボ
ー
ル
を
な
げ
て
も
と
ど
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
と
き
は
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
わ
た
し
は
、
あ
た
ら
し

い
体
い
く
か
ん
で
あ
そ
ん
だ
り
、
体

い
く
を
し
て
体
を
き
た
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
佐
藤
昌
代

　
松
里
小
学
校
が
で
き
て
百
年
。

わ
た
し
た
ち
は
、
新
し
い
校
舎
で
勉

勉
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
新

し
い
校
舎
に
き
ず
を
つ
廿
た
り
、
き

た
な
く
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
校
舎
は
大
工
さ
ん
や
、
電
気

屋
さ
ん
や
、
や
く
ば
の
人
や
、
地
区

の
人
な
ど
大
ぜ
い
の
人
が
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
中
ん
堂
の
小
さ
な
寺
や

ざ
い
木
で
で
き
た
学
校
で
し
た
。

　
中
で
も
よ
う
ち
園
の
近
く
に
あ
っ

　
　
　
　
い
ち
ね
ん
　
さ
と
う
こ
ず
え

　
　
は
じ
め
て
た
い
い
く
か
ん
に
は
い

　
っ
た
と
き
、
わ
た
し
は
「
ひ
ろ
い
な

　
一
し
、
ゆ
う
ま
わ
っ
て
こ
」
と
い
い
．
ま

　
し
た
。

　
　
そ
し
て
、
は
し
り
ま
し
た
。

　
　
み
ど
り
と
か
、
白
と
か
、
赤
と
か

　
き
い
ろ
と
か
の
な
が
し
か
く
や
、
ま

　
．
る
の
せ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
わ
た
し
は
、
み
ど
り
の
せ
ん
の
上

ト
を
と
ん
で
い
き
ま
し
た
。

｝幹輔

私
の

”1””Mll”8106広報まつのやま　甑57

た
学
校
は
地
す
べ
り
の
た
め
に
こ
ち

ら
の
学
校
ぺ
ひ
っ
こ
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

　
で
も
、
今
は
て
っ
き
ん
コ
ン
タ
リ

ー
ト
で
で
き
て
い
ま
す
。

　
体
育
か
ん
が
で
き
る
ま
で
は
、
よ

う
ち
園
の
体
育
か
ん
や
、
グ
ラ
ン
ド

で
体
育
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
か
ん
が
で
き
る
ま
で
は
「
早

　
く
見
て
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
文
化
の
日
、
文
化
さ
い
の
よ
う
い

で
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は

じ
め
て
新
し
い
体
育
か
ん
へ
入
り
ま

　
赤
い
は
ん
ぶ
ん
の
ま
る
の
上
は
、

あ
る
い
て
い
き
ま
し
た
℃

「
あ
れ
、
そ
こ
に
ド
ア
が
あ
っ
た
。
」

と
思
い
ま
し
た
。
は
い
っ
て
み
ま
し

た
。
シ
ャ
ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
そ
く
て
、
く
ろ
い
ホ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ぼ
つ
ぼ
つ
の
あ
な
の
あ
い
た
シ
ャ

ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　
は
っ
こ
い
で
し
た
。
ロ
ッ
カ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。

　
と
な
り
の
へ
や
も
お
ん
な
じ
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ど
っ
ち
が
女
だ
ろ
」
と
、
わ
た

し
が
い
い
ま
し
た
。

　
左
に
ま
た
ド
ア
が
あ
り
ま
し
た
。

六
年
生
が
マ
ッ
ト
と
か
、
と
び
ば
こ

が
あ
る
よ
と
、
い
い
ま
し
た
。

　
ゆ
か
を
見
ま
し
た
。

　
「
す
べ
っ
こ
い
や
ね
か
な
」
と
、

お
も
い
ま
し
た
。
と
ん
で
い
っ
て
、

け
つ
で
す
べ
り
ま
し
た
。
ひ
ざ
を
ぺ

ち
ゃ
ん
こ
に
し
て
す
ベ
リ
ま
し
た
。

　
「
お
も
し
ろ
い
」
と
、
い
い
ま
し

た
。　
三
年
生
も
、
四
年
生
も
す
べ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
先
生
が
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
ん

で
な
ら
び
ま
し
た
。

し
た
。

　
そ
う
し
た
ら
、
ゆ
か
は
び
か
び
か

で
ワ
ッ
タ
ス
が
ぬ
っ
て
あ
る
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
赤
い
ま
く
み
た
い

な
の
が
あ
り
、
ま
ん
中
が
広
い
の
で

す
。　
そ
れ
か
ら
、
ゆ
か
に
は
い
ろ
い
ろ

な
色
の
せ
ん
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。
入
リ
ロ
の
方
に
は
、
男
子
と
女

子
の
こ
う
い
室
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
い
室
へ
入
っ
て
み
る
と
シ
ャ
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ワ
！
が
あ
り
ま
し
た
。
う
れ
し
く
な

っ
て
走
っ
て
み
ま
し
た
。
い
い
気
も

ち
で
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
ま
く
だ
っ
て
ス
イ
ッ
チ

一
つ
で
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
も
体
育
か
ん
に
一
台
あ
り

ま
し
た
。
　
（
こ
れ
か
ら
、
こ
ん
な
学

校
で
生
活
し
て
い
く
の
か
な
あ
。
）

と
思
う
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
学
校
だ
か
ら
勉
強
し
な
く

ち
ゃ
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

お
礼
の
こ
と
ば

松
里
小
学
校
長
高
橋

渡

　
創
立
百
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
児
童
・

職
員
、
地
域
住
民
の
長
年
の
悲
願
で

あ
っ
た
鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト
三
階
建

の
新
校
舎
、
鉄
筋
構
造
の
広
い
体
育

館
を
竣
工
さ
せ
て
下
さ
っ
た
町
ご
当

局
、
町
議
会
、
町
教
育
委
員
会
並
び

に
町
民
各
位
に
学
校
を
代
表
し
て
深

甚
な
敬
意
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
次
頁
下
段
へ
つ
づ
く
▼
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寸
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F
ー

▲牧場のシンボル（大厳寺原牧場畜舎）

〉
ス
ビ
ー
ド
が
ち
が
う
ネ
（
月
池
）

　「郵便局の簡易保険」とし

て親しまれている簡易生命保

険積立金は、町が実施するい

ろいろな事業に融資され、私

たちの福祉増進、地域社会の

発展に寄与しています。

　このように「簡保資金」は、

公共の利益になるよう運用さ

れ加入者への生活向上にも役

立っています。

　今年度この融資を受けて行

った事業は左頁のとおりです。
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）

▲民家の特徴を生かした資料館（湯山）▲やっと雪上車も通れます
　　　　　　（中尾）

▲
千
枚
田
は
昔
。

今
は
『
枚
約
五
ア

ー
ル
（
畝
）
に
。

　
（
藤
倉
地
内
）

〉
温
泉
、
駐
車
場
（
湯
本
）

〔簡保資金借入予定額〕

　　　　　　　1，140万円
　　　　　　　1，180万円
　　　　　　　1，300万円
　　　　　　　　430万円
　　　　　　　　270万円
　　　　　　　　370万円
　　　　　　　　250万円
　　　　　　　　300万円
　　　　　　　　500万円
　　　　　　　　260万円
　　　　　　　　510万円
　　　　　　　2，890万円
　　　　　　　9，400万円

〈
完
成
し
た
松
里
小

▲いよいよ難関に一・

　　　（天水越林道

▲農免農道　　（曽根地内）

▲自然休養村農道（湯山地内

　　　　　〔事　　業　　名〕
自然休養村農道改良、舗装（湯山）、

農業経営近代化施設（大厳寺原牧場畜舎
町道松口松之山線舗装（光間）
林道天水越線開設（天水越）
林道小沢東山線開設（東山）
農道東山線改良（東山）
消防施設（消防自動車）
簡易水道（松里地区）
県営農道整備負担金（曽根線）
　同　　（天水越線〉

駐車場舗装（湯本）

義務教育施設整備（松里小校舎及び屋体
　　　〔合　　計〕

　
▼
前
頁
ま
り

　
教
育
は
本
来
、
将
来
に
向
っ
て
成

長
し
て
い
く
児
童
一
人
一
人
の
可
能

性
を
開
発
し
て
い
く
営
み
で
あ
り
ま

す
。　
私
達
職
員
一
同
は
、
百
年
の
伝
統

の
上
に
教
育
本
来
の
ね
ら
い
を
見
失

わ
ず
、
竣
工
な
っ
た
整
備
さ
れ
た
教

育
環
境
を
活
用
し
て
、
明
日
の
郷
土

松
之
山
町
を
担
う
児
童
の
育
成
に
一

層
の
努
力
を
傾
け
ろ
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
六
年
滝
沢
　
　
里

　
ぼ
く
た
ち
は
A
フ
ま
で
運
動
場
の
な

い
生
活
を
し
て
き
た
。

　
ろ
う
下
で
ボ
ー
ル
を
つ
い
た
り
、

音
楽
室
で
野
球
の
ま
ね
を
し
て
、
先

生
に
し
か
ら
れ
た
り
、
又
せ
ま
い
図

書
室
で
朝
会
を
し
た
り
、
体
育
を
す

る
た
め
に
学
校
の
下
に
あ
る
旧
中
学

校
の
運
動
場
ま
で
行
っ
た
り
…
－
：
、

そ
れ
は
不
便
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
も
も
う
す
ぐ
終
り

つ
い
に
体
育
か
ん
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
次
頁
へ
▼

…
▲
ぼ
く
た
ち
は
体
育
用
具
を
体
育
か

…
ん
に
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

…
ぼ
く
は
い
す
を
持
っ
て
い
そ
い
で
体

…
育
か
ん
に
む
か
っ
た
。

　
ぼ
く
は
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、
ゆ
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▲楽だネ、舗装の上は（田麦立

　
松
里
簡
水
は

　
年
金
の
カ
を
借
り
て

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
は
、
住
宅
、
道
路
の
建
設
や
上

下
水
道
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
等
に

還
元
融
資
さ
れ
、
住
民
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
増
進
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
本
年
度
実
施
し
た
「
松

里
簡
易
水
道
」
は
、
こ
の
年
金
還
元

融
資
を
受
け
、
近
く
完
成
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
こ

一
時
恩
給
（
一
時
扶
助
料
）
の
請
求
は
忘
れ
ず
に

　
昭
和
五
十
年
の
法
律
改
正
で
、
引

き
続
ぎ
（
連
続
）
実
在
職
年
数
が
三

年
以
上
七
年
未
満
で
、
兵
階
級
で
あ

っ
た
方
に
も
一
時
恩
給
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
請
求

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ
く

早
め
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
請
求
手
続
等
詳
し
い
こ
と
は
町
役

場
の
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

…
っ
く
り
中
に
入
っ
た
．

　
そ
こ
は
、
天
国
に
で
も
い
っ
た
よ

…
う
な
と
て
も
広
く
、
天
じ
よ
う
が
高

…
く
、
ゆ
か
は
つ
る
つ
る
す
べ
り
、
光

…
っ
て
き
れ
い
だ
っ
た
。

　
ぼ
く
は
こ
の
体
育
か
ん
を
大
切
に

…
使
お
う
と
思
う
。

の
よ
う
な
施
設
の
建
設
に
大
き
く
役

立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

国
民
年
金
資
金
融
資
額

　
松
里
簡
易
水
道
事
業

▼松里簡水の
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1
寸
卜
F
ー

▲牧場のシンボル（大厳寺原牧場畜舎）

〉
ス
ビ
ー
ド
が
ち
が
う
ネ
（
月
池
）

　「郵便局の簡易保険」とし

て親しまれている簡易生命保

険積立金は、町が実施するい

ろいろな事業に融資され、私

たちの福祉増進、地域社会の

発展に寄与しています。

　このように「簡保資金」は、

公共の利益になるよう運用さ

れ加入者への生活向上にも役

立っています。

　今年度この融資を受けて行

った事業は左頁のとおりです。

簡iiii繰i資i叢ii藤iiiiiii

　　の　　　じ　　　　　　　ゆ　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　

iii嚢ilきi勲ii薙i嚢
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）

▲民家の特徴を生かした資料館（湯山）▲やっと雪上車も通れます
　　　　　　（中尾）

▲
千
枚
田
は
昔
。

今
は
『
枚
約
五
ア

ー
ル
（
畝
）
に
。

　
（
藤
倉
地
内
）

〉
温
泉
、
駐
車
場
（
湯
本
）

〔簡保資金借入予定額〕

　　　　　　　1，140万円
　　　　　　　1，180万円
　　　　　　　1，300万円
　　　　　　　　430万円
　　　　　　　　270万円
　　　　　　　　370万円
　　　　　　　　250万円
　　　　　　　　300万円
　　　　　　　　500万円
　　　　　　　　260万円
　　　　　　　　510万円
　　　　　　　2，890万円
　　　　　　　9，400万円

〈
完
成
し
た
松
里
小

▲いよいよ難関に一・

　　　（天水越林道

▲農免農道　　（曽根地内）

▲自然休養村農道（湯山地内

　　　　　〔事　　業　　名〕
自然休養村農道改良、舗装（湯山）、

農業経営近代化施設（大厳寺原牧場畜舎
町道松口松之山線舗装（光間）
林道天水越線開設（天水越）
林道小沢東山線開設（東山）
農道東山線改良（東山）
消防施設（消防自動車）
簡易水道（松里地区）
県営農道整備負担金（曽根線）
　同　　（天水越線〉

駐車場舗装（湯本）

義務教育施設整備（松里小校舎及び屋体
　　　〔合　　計〕

　
▼
前
頁
ま
り

　
教
育
は
本
来
、
将
来
に
向
っ
て
成

長
し
て
い
く
児
童
一
人
一
人
の
可
能

性
を
開
発
し
て
い
く
営
み
で
あ
り
ま

す
。　
私
達
職
員
一
同
は
、
百
年
の
伝
統

の
上
に
教
育
本
来
の
ね
ら
い
を
見
失

わ
ず
、
竣
工
な
っ
た
整
備
さ
れ
た
教

育
環
境
を
活
用
し
て
、
明
日
の
郷
土

松
之
山
町
を
担
う
児
童
の
育
成
に
一

層
の
努
力
を
傾
け
ろ
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
六
年
滝
沢
　
　
里

　
ぼ
く
た
ち
は
A
フ
ま
で
運
動
場
の
な

い
生
活
を
し
て
き
た
。

　
ろ
う
下
で
ボ
ー
ル
を
つ
い
た
り
、

音
楽
室
で
野
球
の
ま
ね
を
し
て
、
先

生
に
し
か
ら
れ
た
り
、
又
せ
ま
い
図

書
室
で
朝
会
を
し
た
り
、
体
育
を
す

る
た
め
に
学
校
の
下
に
あ
る
旧
中
学

校
の
運
動
場
ま
で
行
っ
た
り
…
－
：
、

そ
れ
は
不
便
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
も
も
う
す
ぐ
終
り

つ
い
に
体
育
か
ん
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
次
頁
へ
▼

…
▲
ぼ
く
た
ち
は
体
育
用
具
を
体
育
か

…
ん
に
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

…
ぼ
く
は
い
す
を
持
っ
て
い
そ
い
で
体

…
育
か
ん
に
む
か
っ
た
。

　
ぼ
く
は
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、
ゆ

一10一

▲楽だネ、舗装の上は（田麦立

　
松
里
簡
水
は

　
年
金
の
カ
を
借
り
て

　
み
な
さ
ん
が
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
は
、
住
宅
、
道
路
の
建
設
や
上

下
水
道
な
ど
生
活
環
境
の
整
備
等
に

還
元
融
資
さ
れ
、
住
民
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
増
進
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
で
本
年
度
実
施
し
た
「
松

里
簡
易
水
道
」
は
、
こ
の
年
金
還
元

融
資
を
受
け
、
近
く
完
成
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
こ

一
時
恩
給
（
一
時
扶
助
料
）
の
請
求
は
忘
れ
ず
に

　
昭
和
五
十
年
の
法
律
改
正
で
、
引

き
続
ぎ
（
連
続
）
実
在
職
年
数
が
三

年
以
上
七
年
未
満
で
、
兵
階
級
で
あ

っ
た
方
に
も
一
時
恩
給
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
請
求

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ
く

早
め
に
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
請
求
手
続
等
詳
し
い
こ
と
は
町
役

場
の
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

…
っ
く
り
中
に
入
っ
た
．

　
そ
こ
は
、
天
国
に
で
も
い
っ
た
よ

…
う
な
と
て
も
広
く
、
天
じ
よ
う
が
高

…
く
、
ゆ
か
は
つ
る
つ
る
す
べ
り
、
光

…
っ
て
き
れ
い
だ
っ
た
。

　
ぼ
く
は
こ
の
体
育
か
ん
を
大
切
に

…
使
お
う
と
思
う
。

の
よ
う
な
施
設
の
建
設
に
大
き
く
役

立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

国
民
年
金
資
金
融
資
額

　
松
里
簡
易
水
道
事
業

▼松里簡水の
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村
い
ち
ば
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
働
き
も
の

　
働
き
者
。
八
丁
に
八
丁
。

と
に
か
く
驚
く
こ
の
人
は
、
丸
山
清

一
さ
ん
（
新
田
・
柿
の
木
・
三
十
八

才
）　
耕
作
反
別
百
四
ア
ー
ル
、
出
荷
米

六
十
二
・
五
俵
の
内
三
等
米
が
実
に

六
十
二
俵
。

　
葉
タ
バ
コ
耕
作
は
、
三
十
九
ア
ー

ル
。
出
荷
量
一
、
二
〇
〇
㎏
で
百
四

十
万
円
余
り
の
粗
収
入
。

　
こ
の
他
に
子
牛
の
生
産
を
二
頭
。

筆
者
が
訪
問
し
た
の
は
八
月
下
旬
。

葉
タ
バ
コ
の
収
穫
に
て
ん
や
わ
ん
や

の
頃
、
丸
山
さ
ん
の
努
力
で
も
や
は

り
天
候
の
不
順
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。

　
と
っ
て
き
た
葉
タ
バ
コ
を
編
み
乍

ら
「
い
つ
も
の
年
だ
と
三
日
位
吊
し

て
お
け
ば
、
干
し
上
っ
た
が
今
年
は

半
月
吊
し
て
も
駄
目
で
－
…
己
と
嘆

く
。　
な
る
程
吊
し
た
も
の
を
見
て
も
、

ま
だ
緑
褐
色
で
一
寸
し
お
れ
た
程
度
。

　
と
な
り
で
作
業
を
手
伝
っ
て
い
る

新
田
丸
山
清

さ
ん

奥
さ
ん
も
あ
き
れ
た
よ
う
に
「
本
当

に
困
っ
た
・
も
の
ダ
、
｝
て
こ
の
ハ
ウ
ス

に
干
び
ょ
う
を
ほ
せ
ば
、
三
日
位
で

仕
上
る
位
温
度
が
上
る
の
に
」
と
。

　
カ
㌧
て
く
る
程
生
育
が
進
ま
な
い

の
に
加
え
、
仕
上
り
も
良
好
と
は
い

え
な
い
今
年
の
葉
タ
バ
コ
。

　
こ
ん
な
具
合
だ
と
代
金
も
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
で
し
よ
う
ネ
「
葉
が

こ
の
と
お
り
い
つ
ま
で
も
水
々
し
く

て
は
…
…
」
と
笑
い
乍
ら
話
し
て
く

れ
る
顔
に
も
ど
こ
か
心
配
が
穏
せ
な

い
様
子
。

　
と
こ
ろ
で
葉
タ
バ
コ
は
何
年
位
前

か
ら
始
め
た
の
で
す
か
。

　
「
松
之
山
地
辻
り
の
頃
だ
す
け
十

二
・
三
年
に
な
る
か
の
。
」

　
そ
の
頃
と
い
え
ば
、
町
で
荒
れ
た

地
を
何
と
か
と
い
う
こ
と
で
新
井
専

売
の
特
別
の
力
入
れ
で
今
日
に
至
っ

た
ス
タ
ー
作
目
。

　
こ
の
時
以
来
栽
培
し
続
け
て
い
る

の
は
、
丸
山
さ
ん
位
で
は
な
か
ろ
う

▲いつまでも葉が水っぽくて

ー
の
ト
P
l

か
。「
始
め
は
五
人
共
同
で
出
発
し
て
、

暑
い
と
い
っ
て
は
ア
イ
ス
を
か
じ
り
、

た
ま
に
は
検
討
会
と
称
し
、
ビ
ー
ル

を
飲
む
－
…
：
」
と
い
っ
た
具
合
で
「

そ
の
年
は
赤
字
も
よ
い
と
こ
で
し
た
。

　
大
体
の
要
領
を
身
に
つ
け
翌
年
か

ら
個
人
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

け
ど
、
始
め
は
本
当
に
手
の
か
か
る

も
の
だ
」
と
思
っ
た
と
語
る
。

　
二
人
の
労
力
で
田
圃
、
タ
バ
コ
、

牛
と
良
く
働
く
も
の
で
す
ネ
。

　
「
あ
〃
ま
あ
一
諸
に
な
る
こ
と
は

ね
す
け
の
」

　
働
く
だ
け
で
は
こ
ん
な
に
仕
事
を

消
化
出
来
な
い
。

　
同
級
生
で
も
あ
る
農
協
の
南
雲
課

長
は
、
　
「
段
取
り
の
良
さ
は
、
管
内

で
も
一
番
で
し
よ
う
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　
一
方
、
丸
山
さ
ん
の
近
所
で
こ
の

仕
事
ぶ
り
、
段
ど
り
の
よ
さ
を
見
て

久
保
旧
テ
イ
さ
ん
は
、
「
ま
あ
、
年

頃
か
ら
し
て
も
く
た
び
れ
を
感
じ
な

い
油
が
の
っ
た
盛
り
だ
ろ
う
で
も
、

と
に
か
く
よ
く
稼
ぐ
し
又
、
か
あ
ち

　
ゃ
ん
も
た
っ
し
ょ
で
父
ち
ゃ
ん
の
後

を
つ
い
て
く
る
し
、
そ
う
か
と
い
っ

て
、
ち
ゃ
め
（
朝
食
前
の
仕
事
）
や
、
よ

な
ベ
ヘ
夜
間
作
業
）
も
し
な
い
よ
う
だ

し
、
算
段
が
い
い
が
だ
の
」
と
不
思
議

が
る
。
　
「
そ
ん
な
に
働
い
て
も
、
家

の
中
は
い
つ
行
っ
て
も
キ
チ
ン
と
片

付
い
て
い
る
」
と
驚
く
。

　
．
一
の
丸
山
さ
ん
に
も
う
一
つ
の
愛

育
が
あ
る
。

　
目
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く

な
い
二
人
の
お
子
さ
ん
は
十

一
歳
の
玲
子
ち
ゃ
ん
と
今
年

小
学
校
へ
入
学
し
た
長
男
の

進
『
郎
く
ん
で
、
「
昼
間
の

疲
れ
も
、
二
人
の
子
供
で
治

り
ま
す
」
と
、
重
そ
う
に
動

く
手
中
に
も
夢
が
一
杯
と
い

っ
た
感
じ
。

”辱
q
り
魯
願
噂
噛
軸
』
盈
『
吻
、
軸
q
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噸
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’
q
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電事故に

　ご注意

マ
2
ミ
唾
亀
ξ
亀

▲半月も吊しておくのに、このありさま

馨
畦雄

廟
㎜

　
＼

　
雪
お
ろ
し
を
す
る
時
は
、
引
込
み

線
や
、
ト
ラ
ン
ス
な
ど
に
雪
を
あ
て

な
い
よ
う
に
、
又
電
線
や
ト
ラ
ン
ス

に
は
、
絶
対
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。

　
事
故
が
起
き
た
ら
す
ぐ
、
左
記
へ

　
　
　
　
　
で
ん
わ
δ
o
八
番
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
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東
北
電
力
　
松
之
山
出
張
所
”

一

撒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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教
育
委
員
の
高
橋
忠
正
さ
ん
（
天

水
島
）
が
任
期
満
了
に
な
っ
て
、
後

任
に
福
原
一
雄
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
次
の
五
名
の
方
が
町
教
委

と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
山
岸
定
佐
久
（
新
山
・
か
み
）

　
福
原
　
一
雄
（
天
水
越
・
酎
屋
）

▼
久
保
田
達
司
（
新
田
・
権
ぜ
ん
）

　
村
山
吉
太
郎
（
坪
野
・
東
屋
）

◎
相
沢
太
嘉
治
（
水
梨
・
た
ぜ
ん
）

　
（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
同
職

務
代
理
者
、
▼
印
は
教
育
長
）

§
・
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

　
十
月
一
日
付
で
就
任
さ
れ
た
方
々

で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
本
山
　
勝
治
（
田
麦
立
・
宮
ド
）

　
村
山
　
隆
一

　
　
（
松
之
山
・
宮
下
）

　
寸
」
』
　
　
B
一

　
壬
丁
一
　
　
士
ナ
　

　
　
（
橋
詰
・
上
の
山
）

　
田
中
勇
治
郎

　
　
（
西
之
前
・
親
家
）

　
志
賀
　
武
二

　
　
　
（
松
口
・
長
前
）

　
山
口
竹
之
助

　
　
（
藤
倉
・
が
に
原
）

　
津
端
　
正

　
　
　
（
光
間
・
有
田
）

　
早
川
　
数
市

○
村
山
　
清

　
滝
沢
　
義
夫

着
任
に
あ
た

　
十
二
月
一
日
午
前
十
時
に
ダ
イ
ヤ

ル
式
自
動
電
話
へ
の
切
替
に
伴
い
無

事
、
電
報
電
話
局
が
発
足
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
の
皆
様
方
並

び
に
関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
、

ど
協
力
に
よ
る
も
の
と
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
開
局
を
機
に
局
長
以
下
職
員
一
同
、

町
に
お
け
る
電
気
通
信
部
門
の
担
当

者
と
し
て
ご
当
地
に
相
応
し
い
電
話

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
懸
命
の
努
力
を

重
ね
て
ゆ
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
電
々
公
社
業
務
を
取
り
扱

農業委員の改新人

　　　　選8名

　
　
　
　
　
（
北
浦
田
・
田
中
）

　
　
　
　
　
（
赤
倉
・
新
屋
）

　
　
　
　
　
（
天
水
越
・
大
井
）

な
お
以
上
十
名
の
公
選
者
に
加
え

議
会
及
び
農
協
推
薦
の
五
名
の
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
相
沢
善
一
（
議
会
産
業
委
員
）

　
◎
樋
口
藤
夫
（
松
之
山
農
協
）

　
　
山
岸
英
司
（
松
里
農
協
）

小
野
塚
正
（
布
川
農
協
）

保
坂
行
雄
（
浦
田
農
協
）

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員

長
で
す
。
）

おめでとう
ん
監

ん
く
漢
中

　
　
　
　
の
の

や
喬
用
」

　
　
　
　
名
表

ち
　
　
人
字

　
　
　
　
で
漢

瞳
　
舷
の

　
　
　
　
　
ヤ

名
り
　
　
渚

人
わ
　
　
、

、
加
　
　
沙

用
が
　
　
、

当
字
　
　
梨

「
漢
　
　
、

た
の
　
　
梢

き
次
　
　
　
、

て
く
　
　
梓

れ
し
　
　
　
、

ら
新
　
　
杏

い
　
、
　
　
、

用
か
　
　
旭

て
ほ
　
　
　
、

し
る
　
　
悠

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
怜

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
喬

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
冴

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
。
允

　
各
た
　
、

　
　
　
し
佑

　
用
ま

　、と

阿
こ

　
、
た

那
れ

　
、
さ

藍
加
、
追

葵
に

　
、
表

茜
字
、
漢

芙
用
、
名

耶
人
、
の

翠
先

ヤ
　
　
　
ヤ

絢
で
、
字

紘
文
・
各
　
。

紗
の
す

、
　
、
ま

瞳
鮎
り

Y
　
、
な

瑠
隼
に

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

っ
て

っ
て
い
た
だ
い
た
郵
便
局
さ
ん
と
同

様
に
ご
芝
援
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
て
、
着

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
松
之
山
電
報
電
話
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
定
治

勲”
。
註

　
　
　
る
誉
夢

霧
顔

鷺
る
誉

　
　
　
　
　
　
　
G

　
　
　
　
　
　
へ
ρ
～

ち
ょ
っ
と
一
杯
が
　
　
“

　
　
　
事
故
の
も
と

　　、、一一一〕　　　　　　（こ♪一βかしソ

冬の交通事故防止運動12／11～1／10

戸籍謄・抄本の請求は

使いみちをはっきりと
離
婚
し
て
も

姓
は
そ
の
ま
ま

　
婚
姻
し
て
氏
を
改
め
た
人
が
、

離
婚
し
て
も
、
離
婚
後
三
ヶ
月
以

内
に
所
定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
婚
姻
中
に
称
し
で
い

た
氏
（
姓
）
を
そ
の
ま
ま
称
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
．

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

　
十
二
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
謄

本
や
抄
本
を
不
当
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
清
求
の

し
か
た
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
他
へ
の
戸
籍
や
、
除
籍
の
謄

抄
本
を
清
求
す
る
と
き
は
、
そ

れ
を
「
何
に
使
用
す
る
の
か
具

体
的
」
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
そ
の
使
用
目
的
に

よ
っ
て
は
交
付
を
、
お
断
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
又
、
郵
便
で
請
求
さ
れ
る
場

合
は
手
数
料
を
必
ず
「
現
金
壽

留
」
か
「
定
額
小
為
替
」
で
送

っ
て
．
下
さ
い
。

一13一
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村
い
ち
ば
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
働
き
も
の

　
働
き
者
。
八
丁
に
八
丁
。

と
に
か
く
驚
く
こ
の
人
は
、
丸
山
清

一
さ
ん
（
新
田
・
柿
の
木
・
三
十
八

才
）　
耕
作
反
別
百
四
ア
ー
ル
、
出
荷
米

六
十
二
・
五
俵
の
内
三
等
米
が
実
に

六
十
二
俵
。

　
葉
タ
バ
コ
耕
作
は
、
三
十
九
ア
ー

ル
。
出
荷
量
一
、
二
〇
〇
㎏
で
百
四

十
万
円
余
り
の
粗
収
入
。

　
こ
の
他
に
子
牛
の
生
産
を
二
頭
。

筆
者
が
訪
問
し
た
の
は
八
月
下
旬
。

葉
タ
バ
コ
の
収
穫
に
て
ん
や
わ
ん
や

の
頃
、
丸
山
さ
ん
の
努
力
で
も
や
は

り
天
候
の
不
順
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。

　
と
っ
て
き
た
葉
タ
バ
コ
を
編
み
乍

ら
「
い
つ
も
の
年
だ
と
三
日
位
吊
し

て
お
け
ば
、
干
し
上
っ
た
が
今
年
は

半
月
吊
し
て
も
駄
目
で
－
…
己
と
嘆

く
。　
な
る
程
吊
し
た
も
の
を
見
て
も
、

ま
だ
緑
褐
色
で
一
寸
し
お
れ
た
程
度
。

　
と
な
り
で
作
業
を
手
伝
っ
て
い
る

新
田
丸
山
清

さ
ん

奥
さ
ん
も
あ
き
れ
た
よ
う
に
「
本
当

に
困
っ
た
・
も
の
ダ
、
｝
て
こ
の
ハ
ウ
ス

に
干
び
ょ
う
を
ほ
せ
ば
、
三
日
位
で

仕
上
る
位
温
度
が
上
る
の
に
」
と
。

　
カ
㌧
て
く
る
程
生
育
が
進
ま
な
い

の
に
加
え
、
仕
上
り
も
良
好
と
は
い

え
な
い
今
年
の
葉
タ
バ
コ
。

　
こ
ん
な
具
合
だ
と
代
金
も
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
で
し
よ
う
ネ
「
葉
が

こ
の
と
お
り
い
つ
ま
で
も
水
々
し
く

て
は
…
…
」
と
笑
い
乍
ら
話
し
て
く

れ
る
顔
に
も
ど
こ
か
心
配
が
穏
せ
な

い
様
子
。

　
と
こ
ろ
で
葉
タ
バ
コ
は
何
年
位
前

か
ら
始
め
た
の
で
す
か
。

　
「
松
之
山
地
辻
り
の
頃
だ
す
け
十

二
・
三
年
に
な
る
か
の
。
」

　
そ
の
頃
と
い
え
ば
、
町
で
荒
れ
た

地
を
何
と
か
と
い
う
こ
と
で
新
井
専

売
の
特
別
の
力
入
れ
で
今
日
に
至
っ

た
ス
タ
ー
作
目
。

　
こ
の
時
以
来
栽
培
し
続
け
て
い
る

の
は
、
丸
山
さ
ん
位
で
は
な
か
ろ
う

▲いつまでも葉が水っぽくて

ー
の
ト
P
l

か
。「
始
め
は
五
人
共
同
で
出
発
し
て
、

暑
い
と
い
っ
て
は
ア
イ
ス
を
か
じ
り
、

た
ま
に
は
検
討
会
と
称
し
、
ビ
ー
ル

を
飲
む
－
…
：
」
と
い
っ
た
具
合
で
「

そ
の
年
は
赤
字
も
よ
い
と
こ
で
し
た
。

　
大
体
の
要
領
を
身
に
つ
け
翌
年
か

ら
個
人
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

け
ど
、
始
め
は
本
当
に
手
の
か
か
る

も
の
だ
」
と
思
っ
た
と
語
る
。

　
二
人
の
労
力
で
田
圃
、
タ
バ
コ
、

牛
と
良
く
働
く
も
の
で
す
ネ
。

　
「
あ
〃
ま
あ
一
諸
に
な
る
こ
と
は

ね
す
け
の
」

　
働
く
だ
け
で
は
こ
ん
な
に
仕
事
を

消
化
出
来
な
い
。

　
同
級
生
で
も
あ
る
農
協
の
南
雲
課

長
は
、
　
「
段
取
り
の
良
さ
は
、
管
内

で
も
一
番
で
し
よ
う
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　
一
方
、
丸
山
さ
ん
の
近
所
で
こ
の

仕
事
ぶ
り
、
段
ど
り
の
よ
さ
を
見
て

久
保
旧
テ
イ
さ
ん
は
、
「
ま
あ
、
年

頃
か
ら
し
て
も
く
た
び
れ
を
感
じ
な

い
油
が
の
っ
た
盛
り
だ
ろ
う
で
も
、

と
に
か
く
よ
く
稼
ぐ
し
又
、
か
あ
ち

　
ゃ
ん
も
た
っ
し
ょ
で
父
ち
ゃ
ん
の
後

を
つ
い
て
く
る
し
、
そ
う
か
と
い
っ

て
、
ち
ゃ
め
（
朝
食
前
の
仕
事
）
や
、
よ

な
ベ
ヘ
夜
間
作
業
）
も
し
な
い
よ
う
だ

し
、
算
段
が
い
い
が
だ
の
」
と
不
思
議

が
る
。
　
「
そ
ん
な
に
働
い
て
も
、
家

の
中
は
い
つ
行
っ
て
も
キ
チ
ン
と
片

付
い
て
い
る
」
と
驚
く
。

　
．
一
の
丸
山
さ
ん
に
も
う
一
つ
の
愛

育
が
あ
る
。

　
目
の
中
に
入
れ
て
も
痛
く

な
い
二
人
の
お
子
さ
ん
は
十

一
歳
の
玲
子
ち
ゃ
ん
と
今
年

小
学
校
へ
入
学
し
た
長
男
の

進
『
郎
く
ん
で
、
「
昼
間
の

疲
れ
も
、
二
人
の
子
供
で
治

り
ま
す
」
と
、
重
そ
う
に
動

く
手
中
に
も
夢
が
一
杯
と
い

っ
た
感
じ
。

”辱
q
り
魯
願
噂
噛
軸
』
盈
『
吻
、
軸
q
輸
噂
隔
噸
り
騎
’
q
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

JJ”』『、2』「例『亙」』r亙－』『亙』凹FJ”

電事故に

　ご注意

マ
2
ミ
唾
亀
ξ
亀

▲半月も吊しておくのに、このありさま

馨
畦雄

廟
㎜

　
＼

　
雪
お
ろ
し
を
す
る
時
は
、
引
込
み

線
や
、
ト
ラ
ン
ス
な
ど
に
雪
を
あ
て

な
い
よ
う
に
、
又
電
線
や
ト
ラ
ン
ス

に
は
、
絶
対
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
よ
う
。

　
事
故
が
起
き
た
ら
す
ぐ
、
左
記
へ

　
　
　
　
　
で
ん
わ
δ
o
八
番
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
東
北
電
力
　
松
之
山
出
張
所
”

一

撒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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教
育
委
員
の
高
橋
忠
正
さ
ん
（
天

水
島
）
が
任
期
満
了
に
な
っ
て
、
後

任
に
福
原
一
雄
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
次
の
五
名
の
方
が
町
教
委

と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
山
岸
定
佐
久
（
新
山
・
か
み
）

　
福
原
　
一
雄
（
天
水
越
・
酎
屋
）

▼
久
保
田
達
司
（
新
田
・
権
ぜ
ん
）

　
村
山
吉
太
郎
（
坪
野
・
東
屋
）

◎
相
沢
太
嘉
治
（
水
梨
・
た
ぜ
ん
）

　
（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
同
職

務
代
理
者
、
▼
印
は
教
育
長
）

§
・
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

　
十
月
一
日
付
で
就
任
さ
れ
た
方
々

で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
本
山
　
勝
治
（
田
麦
立
・
宮
ド
）

　
村
山
　
隆
一

　
　
（
松
之
山
・
宮
下
）

　
寸
」
』
　
　
B
一

　
壬
丁
一
　
　
士
ナ
　

　
　
（
橋
詰
・
上
の
山
）

　
田
中
勇
治
郎

　
　
（
西
之
前
・
親
家
）

　
志
賀
　
武
二

　
　
　
（
松
口
・
長
前
）

　
山
口
竹
之
助

　
　
（
藤
倉
・
が
に
原
）

　
津
端
　
正

　
　
　
（
光
間
・
有
田
）

　
早
川
　
数
市

○
村
山
　
清

　
滝
沢
　
義
夫

着
任
に
あ
た

　
十
二
月
一
日
午
前
十
時
に
ダ
イ
ヤ

ル
式
自
動
電
話
へ
の
切
替
に
伴
い
無

事
、
電
報
電
話
局
が
発
足
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
の
皆
様
方
並

び
に
関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
、

ど
協
力
に
よ
る
も
の
と
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
開
局
を
機
に
局
長
以
下
職
員
一
同
、

町
に
お
け
る
電
気
通
信
部
門
の
担
当

者
と
し
て
ご
当
地
に
相
応
し
い
電
話

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
懸
命
の
努
力
を

重
ね
て
ゆ
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
電
々
公
社
業
務
を
取
り
扱

農業委員の改新人

　　　　選8名

　
　
　
　
　
（
北
浦
田
・
田
中
）

　
　
　
　
　
（
赤
倉
・
新
屋
）

　
　
　
　
　
（
天
水
越
・
大
井
）

な
お
以
上
十
名
の
公
選
者
に
加
え

議
会
及
び
農
協
推
薦
の
五
名
の
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
相
沢
善
一
（
議
会
産
業
委
員
）

　
◎
樋
口
藤
夫
（
松
之
山
農
協
）

　
　
山
岸
英
司
（
松
里
農
協
）

小
野
塚
正
（
布
川
農
協
）

保
坂
行
雄
（
浦
田
農
協
）

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員

長
で
す
。
）

おめでとう
ん
監

ん
く
漢
中

　
　
　
　
の
の

や
喬
用
」

　
　
　
　
名
表

ち
　
　
人
字

　
　
　
　
で
漢

瞳
　
舷
の

　
　
　
　
　
ヤ

名
り
　
　
渚

人
わ
　
　
、

、
加
　
　
沙

用
が
　
　
、

当
字
　
　
梨

「
漢
　
　
、

た
の
　
　
梢

き
次
　
　
　
、

て
く
　
　
梓

れ
し
　
　
　
、

ら
新
　
　
杏

い
　
、
　
　
、

用
か
　
　
旭

て
ほ
　
　
　
、

し
る
　
　
悠

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
怜

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
喬

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
冴

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
。
允

　
各
た
　
、

　
　
　
し
佑

　
用
ま

　、と

阿
こ

　
、
た

那
れ

　
、
さ

藍
加
、
追

葵
に

　
、
表

茜
字
、
漢

芙
用
、
名

耶
人
、
の

翠
先

ヤ
　
　
　
ヤ

絢
で
、
字

紘
文
・
各
　
。

紗
の
す

、
　
、
ま

瞳
鮎
り

Y
　
、
な

瑠
隼
に

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

っ
て

っ
て
い
た
だ
い
た
郵
便
局
さ
ん
と
同

様
に
ご
芝
援
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
て
、
着

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
松
之
山
電
報
電
話
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
施
定
治

勲”
。
註

　
　
　
る
誉
夢

霧
顔

鷺
る
誉

　
　
　
　
　
　
　
G

　
　
　
　
　
　
へ
ρ
～

ち
ょ
っ
と
一
杯
が
　
　
“

　
　
　
事
故
の
も
と

　　、、一一一〕　　　　　　（こ♪一βかしソ

冬の交通事故防止運動12／11～1／10

戸籍謄・抄本の請求は

使いみちをはっきりと
離
婚
し
て
も

姓
は
そ
の
ま
ま

　
婚
姻
し
て
氏
を
改
め
た
人
が
、

離
婚
し
て
も
、
離
婚
後
三
ヶ
月
以

内
に
所
定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
婚
姻
中
に
称
し
で
い

た
氏
（
姓
）
を
そ
の
ま
ま
称
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
．

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

　
十
二
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
謄

本
や
抄
本
を
不
当
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
清
求
の

し
か
た
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
他
へ
の
戸
籍
や
、
除
籍
の
謄

抄
本
を
清
求
す
る
と
き
は
、
そ

れ
を
「
何
に
使
用
す
る
の
か
具

体
的
」
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
そ
の
使
用
目
的
に

よ
っ
て
は
交
付
を
、
お
断
り
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
又
、
郵
便
で
請
求
さ
れ
る
場

合
は
手
数
料
を
必
ず
「
現
金
壽

留
」
か
「
定
額
小
為
替
」
で
送

っ
て
．
下
さ
い
。

一13一
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新
婚
さ
ん

相
沢
一
郎
　
　
水
梨
　
　
　
林

津
端
雪
枝
　
　
光
　
間
　
穏
　
居

山
岸
広
文
　
　
坂
　
下
　
　
前

田
辺
啓
子
　
　
松
之
山
　
二
枚
田

福
原
正
明

保
坂
ヒ
サ
子

高
沢
精
一

鶴
田
ユ
ウ
子

高
橋
忠
則

田
島
和
美

f　　†　　 ，
　　　　　く岡湯　松天
山　　　水　y
県本　口越　9
滝保弥螺
　見
　屋　屋助

天
水
島

東
京
都

前

坂

中高
島橋
登直
志道
子・

水天
　水
梨島

金庄
　べ
塚え

田
辺
　
　
馨
　
新
　
田
　
藤
ぜ
ん

福
原
き
み
子
　
坂
　
下
　
せ
　
ぎ

本
山
直
藏
　
　
田
麦
立
　
下
だ
ん

渡
辺
恵
子
　
　
長
野
市

南
雲
敏
雄
　
　
坂
　
中
　
と
な
り

高
沢
育
子
　
　
湯
之
島
　
上
の
山

黙
》

田
辺
慎
二

滝
沢
信
也

田
辺
幸
恵

山
岸
美
貴
子
達
宏
の
長
女

　
慎
一
の
三
男

　
信
栄
の
長
男

　
栄
次
の
三
女

う
　
ぶ
　
声

髄鯛随

1》入院付添さんの食事について

　申出により、米を持参された

方に1食当り30円で炊いてあげ

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

付
に
食
す
医
嵐
務
日
ん
飲
蛇

まいて

1〉代行医師の診察について

　五十嵐医師が不在（3日以上）

の時勤務される先生も、土曜の

午後、日曜、祭日には診療いた

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

代
五
時
後
ま
薬
め
た
年
2
9
日
4
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
せ
午
し
》
た

を飲む方、洗濯をしたい方の

に蛇口、物干場が完成しま

〉年末年始の休診について

　29日困までは平常どおり。

30日から1月3日まで休診。

　4日から診療を再開します。

（4日は火曜日で、湯本出張日

ありがとう
　ございました

共
同
募
金
叢
k
g
讐
　
層

　　　　∫，ρ、

灘尉
／ノ　　　　　　　　　…辱
滋
　
　
　
　

隔　　　r

　、　　　馴9　’

ρ
松之山町
社会福祉協議会

就
～
帷

小
野
塚
明
　
湯
山
下
屋

高
橋
美
津
枝
　
天
水
島
　
孫
　
甚

村
山
昭
雄
　
　
藤
内
名
　
東
　
屋

小
野
塚
留
美
子
中
　
坪
　
田
　
中

志
賀
一
誠

　
〃
恵
美

村
山
高
志

大
野
靖
教

小
口
珠
生

滝
沢
友
紀

秋
夫
の
長
男

勝
栄
の
長
女

良
一
の
長
男

博
の
長
男

公
夫
の
長
女

幹
夫
の
長
女

松
之
山

　
〃
新
　
山

松
　
口

　
〃
橋
　
結

観
音
寺

湯
　
山

天
水
越

福
原
　
誠

滝
沢
由
美

関
根
　
勝

樋
口
澄
枝

飯
塚
千
鶴

佐
藤
龍
治

竹
内
雅
子

草
村
知
宏

滝
沢
　
亮

佐
藤
美
帆

山
岸
正
幸

山
岸
利
通
　
　
新
　
山
　
　
上

志
賀
政
子
　
　
松
之
山
志
賀
野
屋
．

お
く
や
み

小
口
平
次
郎

樋
口
　
政
吉

村
山
　
政
平

山
岸
　
ツ
イ

中
島
竹
次
郎

涌
井
　
平
治

志
賀
　
正
雄

高
沢
与
三
郎

（7の（73）（73）（68）（90）（86）（93）（761

小
野
塚
源
太
郎
σの

滝
沢
　
ト
ミ
　
物

福
原
伊
佐
雄
㈹

高
橋
　
セ
ッ
　
σの

松
之
山
中
　
道

兎
　
口
寺
屋
敷

光
　
間
田
　
中

新
　
山
倉
の
下

水
　
梨
庄
　
七

　
　
谷

松
　
口
松
島
屋

湯
　
本
五
枚
田

湯
　
山
土
　
橋

天
水
越
日
の
出
屋

　
〃
　
坂
　
中

天
水
島
鴨
　
田

昭
治
の
長
男

忠
一
の
長
女

忠
一
の
長
男

英
男
の
二
女

哲
郎
の
二
男

一
善
の
二
男

茂
俊
の
二
女

好
信
の
長
男

正
彦
の
長
男

明
彦
の
長
女

紀
夫
の
長
男

編
集
さ

高
橋
　
カ
ウ
　
⑳

〃
　
石
松
㈲

重
野
　
ツ
ヂ
　
㈹

小
野
塚
吉
三
郎
㈹

渡
辺
　
竹
松
　
㈹

尾
花
喜
作
⑳

竹
内
　
チ
ヨ
　
㈹

山
ロ
　
ト
ィ
　
㈹

石
塚
　
万
藏
　
圃

樋
ロ
　
キ
ン
　
㈹

佐
藤
　
リ
キ
㈹

保
坂
春
吉
㈹

本
山
喜
太
郎
㈹

〃
　
フ
カ
　
0①

滝
沢
初
太
郎
㈹

佐
藤
源
太
郎
6①

高
沢
　
ツ
ギ
㈹

佐
藤
　
ヨ
シ
　
㈲

早
川
　
モ
ト
㈹

中
　
尾
彦
　
院

　
〃
　
久
　
善

上
蝦
池
家
持
屋

　
〃
　
七
え
ん

東
　
山
新
　
宅

曽
根
日
の
出
屋

湯
之
島
堂
見
屋
敷

　
〃
　
徳
之
助

湯
之
島
六
え
ん

田
麦
立
下
　
方

月
　
池
長
の
助

崩
　
田
と
の
院

樋
　
田
切
　
通

北
浦
田
桶
　
屋

天
水
越
彦
　
藏

　
〃
　
鹿
島
屋

湯
　
本
五
枚
田

中
立
山
　
後

月
　
池
　
堂

天
水
越

　
〃
藤
　
倉

中
　
尾

中
立
山

　
〃
崩
　
田

黒
　
倉

湯
　
山

藤
内
名

光
　
間

ろ
ん

◎
昨
今
の
流
行
語
に
“
手
づ
く
り
”

が
あ
る
。

　
ほ
か
の
分
野
で
は
、
技
術
革
新
が

進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
広
報
編
集
に

つ
い
て
は
百
年
一
日
の
如
く
、
変
化

な
し
。
と
も
あ
れ
、
少
し
で
も
と
努

力
し
て
み
た
が
、
さ
て
結
果
は
。

◎
今
号
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
ふ
と
こ

ろ
具
合
を
ご
被
露
し
ま
し
た
。

　
年
の
瀬
も
間
近
か
。
日
を
重
ね
る

た
び
に
財
布
が
軽
く
な
り
は
し
ま
せ

ん
か
。

◎
正
月
、
帰
省
さ
れ
た
方
に
“
ふ
る

さ
と
松
之
山
〃
の
幸
を
充
分
召
し
上

っ
て
頂
き
、
春
ま
で
の
頑
ば
り
に
備

え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

◎
本
文
の
活
字
を
大
き
く
し
て
み
ま

し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
（
山
口
記
）
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繋’

鎌
鞭

掘x

巽

難
’

□
発
行
／
新
渇
県
松
之
山
町
　
□
編
集
／
議
会
事
務
局

．
8

　灘馨菱譲難

縫灘　、配協

獲

％
、
蟹
’峯

魏

翅
敢
㎜、

粥　
斬

蔽
　
究
　
聯
灘

灘
「
野

難

奪
㍑

※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
’
〆
p

　
　
　
　
　
ぢ
　
　
ぎ
ぼ

、
、
鑓
蟻
・
、
蜘
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
、
寒
賊
嘘

鵬
欝
慧
響

　
　
　
　
　
、
徽
，
強
繊
欝
逡
。
豪
雪
認
鑛
難
。
置
、

　
　
　
　
　
　
、
漏
講
廣
瞳
縁
饗
ー
陰
。
縢
海
戦
術
、

　
　
　
　
　
　
目
藤
徳
欝
懸
、
一
　
当
鵠
腿
　
⑳

　
　
　
　
　
　
製
膿

　
　
　
　
　
　
　
麩
憲
。
翻
日
馨
露
鵠
甥
．
憩
a
麗
。

　
　
　
　
　
　
集
蕪
繋
，
の
、
躍
、
畿
一
一
m
璽
・

　
　
　
　
　
　
麩
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
湧
欝
日
、
国
⑳
災
害
　
勲
法
轟

　
　
　
　
　
　
適
帰
。

　
　
　
　
　
　
　
螢
保
照
・
諸
鞭
懇
帯
瀬
毯
、
継
釜
的

　
　
　
　
　
　
蜀
　
燵
屋
根
．
の
除
醤
費
茂
賦
費
臨
寛

　
　
　
　
　
　
旦
さ
翔
膠
。

　
　
　
　
　
　
　
鱗
途
見
薫
、
　
竃
気
　
報
、
繰
目
蒼
転

　
　
　
　
　
　
屡
、
鑛
雪
鑓
巌
報
。
ま
捻
短
　
－
－
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
甥
動
麺
．
真
鼎
握
膠
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
磨
誠
塵
繊
嘆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
動
ま
、
繭
嵐
、
轍
き
碗
遷
議
。

　
　
　
　
　
　
　
、
瓢
き
嗣
難
纏
譲
醤
を
割
諭
顧
芽

　
　
　
　
灘
羅
翻
難
お
轍
翻
離

　
　
　
　
　
轍
灘
灘
鐵
騒
蓬
謄
灘
。
撚
、
鐡

密轍

爆

謬灘鱗

　　鍛謝
　　　雲“、隔　　．鑑職


